
6．保全と活用の仕組みづくりについて

　　角田山・多宝山の保全活用を良好に進めていくためには，これを担う仕組みが必要であり，

次のような役割が求められます。

　

　役割：「これまでの保全・活用の改善」と「新たな保全・活用の創出」

　

（これまでの保全・活用の改善）

　　各団体の活動について情報交換・情報共有を行い，保全活用の場所区分や活用のルールづく

りなどを進めます。

（新たな保全・活用の創出）

　　また，例えば地元産のスギ材の新しい利用方法や里山の有効な活用方法などについて検討を

進めます。

　　

２）角田山・多宝山を守り活かすための仕組みづくり（イメージ）

「柔軟な協議の場」の設立

１）活動を支える仕組みと役割

　　角田山・多宝山を守り活かすための仕組みとして，「角田山・多宝山保全活用協議会（仮称）」

を設置し，今後の協議の場を設けます。

　　この「協議会」では，基本計画に基づき，実施計画を策定し，より具体的な内容を検討していく

ことで，互いにどのような役割を担い，協力し，活動していくかを検討していきます。

　　また，メンバーを固定するのではなく，テーマに応じて，参加者が変わる会議としていきます。
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「協議会」のイメージ

「これまでの保全・活用の改善」と「新たな保全・活用の創出」

「協議会」での

主な検討テーマ

角田山・多宝山保全活用協議会（仮）

麓の集落

農　業

林　業

観光業
活動団体

新潟市

市　民

【創出】
産業，生活への
利活用に配慮

（山との関わりの再生）

【招集者】新潟市（西蒲区）

※）構成メンバーは固定しない。

自然保全

の取組み

生活・産業

との連携の

仕方

登山道等の

整備・補修

の取組み

法令・制度

との整合

・整備・補修の統一
したガイドライン
づくり

・登山道整備の手法
の検討

・山頂・登山道の整
備

・観光資源と連携し
たツアー企画

・林業家と連携した
，林業体験学習な
どの企画

・山菜取りや山菜料
理講習会の実施

・植栽などの取組み

・保全ゾーンの区分

・マナー向上に向け
た啓発

【検討項目例】 【検討項目例】 【検討項目例】

【改善】
活用のルールづくり

【改善】
保全・活用の場所区分

麓の集落
土地所有者 活動団体

林業家

観光関係者 コミュニティ
協議会

新潟市 教育関係者

生態系の
専門家

ｅｔｃ.

テーマに関わる人が参加
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